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1 

「
確
か
な
学
力
」
の
育
成 

・国語、数学、英語におけ

る学校設定科目(国語入

門・数学入門・進国語・進

数学・進英語)の開講を継

続させ、学び直しや進学希

望生徒へのニーズに対応

する。また、関係科目群の

検討を行う。 

生徒への必要性もあ

り各教科担当者の協

力が得られ、特に問

題なく開講できてい

る。生徒の実態とニ

ーズに十分に対応で

きており、今後も継

続して実施する予定

である。 

科目履修制度の受講

生も５名いる。 

３ 

３ 

入門科目の受講者

の履修モデルの検

討が必要である。 

３ 

3.0 

・基礎学力は、将来のすべてのことに大切ですので、継続され少し

ずつのステップアップを期待しています。 

・生徒の「わからない」を学び直しで理解する力を身に付けていく

点は素晴らしいです。 

・確かな学力が身に付くことは自信にもつながることだと思うの

で、今後の継続をお願いしたい。 

・履修モデルの構築は大切だと思います。 

授業力および単位修得率

の向上 

・月別指導計画を作成し、

授業の振り返りを行うこ

とで、個々の授業力向上を

図るとともに、各教科にお

ける共有財産として蓄積

する。 

綿密な授業計画と振

り返りを目的として

実施しているもので

あるが、教科によっ

て多少の温度差があ

るが、教科会を通じ

て日々の授業改善や

専門性の向上に努め

ることが概ねできて

いる。 

３ 

計画的な実施の継

続と、教科間の情報

共有が必要である。 

３ 

・継続した取り組みを期待しています。 

・生徒の自分自身への「できる」「私ならだいじょうぶ」自分自身

を大切にする気持ち、自尊心（感）の確立は帰属して学校全体で取

り組んでください。 

・生徒の方も得意。不得意があると思いますので、それに対応した

教え方も重要だと思います。 

・アクティブラーニングの

視点を取り入れた研究授

業及び授業研修や、ＩＣＴ

を活用した研究授業及び

授業研修を実施する 

教員の授業力向上や

生徒の授業への興

味・関心を高めるこ

とで、生徒の授業参

加も増え、単位修得

率向上に繋がってい

る。 
３ 

進路決定が遅い。 

働きながら学ぶと

いう生徒の定時制

高校の生徒である

という意識を育て

る取り組みが必要 

様々な機会を利用

した進路決定の早

期実現。 

働きながら学ぶと

いう定時制高校生

徒としての自尊感

情の確立。 

３ 

・どの時代であっても、働き方は変わるけれども、労働は尊いもの

だと思います。 

・外部講師や卒業生を活用しながら就労観等を育てていただければ

と考えます。 

・目の前にあることに追われる忙しい毎日の中で、進路についてゆ

っくり考える時間がないのではと思ってしまいます。早く自分の目

指すところが決まると、先生方の御指導もより充実してくるのだと

おもいますので、これからも御指導の方お願いします。 

・授業の形式も今までのものと違い、先生方も研修など大変だと思

いますが、参加さする生徒さんが増えてきていることは素晴らしい

ことだと思います。これからも宜しくお願いします。 

・生徒の学寮向上のため頑張ってください。 

キャリア教育の充実 

ライフプラン等、生き方を

踏まえた指導の充実 

①各グループ毎の、発達段

階に応じた取り組み。 

②各教科毎の、生徒個々に

応じた取り組み。 

就職および進学選考

に対応する、面接・

作文指導を行った。 

徒個々の就職および

進学選考に対応す

る、教科指導を行っ

た。 

2 

「
豊
か
な
心
」
の
育
成 

規律ある生活習慣の確立 

・全職員による一貫した指

導（ルールやマナー、身だ

しなみ）  

・積極的生徒指導の推進

（生徒会や生徒専門委員

会との連携）  

・常時指導の充実（挨拶の

励行） 

問題行動による校内

謹慎指導が３件あっ

たが、いずれの事案

も指導による生徒の

改善が見られた。                                   

校内巡回指導を年間

を通して実施した

が、問題行動の未然

防止に大いに効果が

あった。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

挨拶の励行につい

ては、集会時に呼び

かけをするなどし

たが、あまり効果を

得られなかった。常

時指導をするため

に他の校務分掌と

連携していく必要

性を感じた。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 

・今後の長い人生を「心豊かに」生きていくベースになると思いま

す。更なるステップアップを期待しております。 

・学校行事での様子を拝見すると挨拶は良くなっているように感じ

ています。何事も一朝一夕ではないといつも感じます。先生方に引

き続き御指導をお願いいたします。 

・心の育成は一朝一夕ではできないことなので粘り強く指導してい

ただきたいと思います。 

 

読書を通した豊かな心の

育成 

・読書週間、ＰＯＰコンテ

ストの充実を図る ・読み

聞かせ等の感性を高める

活動をすすめる  

・授業・自習における図書

館の有効的な利用の促進。 

読書週間、読み聞か

せを実施した。読み

聞かせに参加してく

れる生徒が多かっ

た。ＰＯＰコンテス

トも実施できた。 

図書室を授業で使っ

ているくケースが多

いため図書室利用の

機会は多い。 

３ 

読書週間に自分の

読む本を準備させ

ることが必要であ

る。 

３ 

・読書は人格形成にじゅうようだと思います。色々なルートを通じ

て図書館の充実に取り組んでいただけたらと思います。 

・図書館を利用しての授業をされるとあり、本に接する機会を作る

工夫を感じました。読み聞かせなどもされているなど、引き続きの

努力をお願いしたいです。 

・読書週間以外にも読書による自己啓発は、進学の方向性や社会人

としてのルールを理解しやすいので、今後も読書の意義を理解でき

るよう進めてほしい。 

・読解力の育成はとても大切だと思います。 

 

思いやりの心や人権意識

の涵養 

・コミュニケーション能力

の育成（TPOに応じた言

葉遣いや挨拶） 

 ・感性豊かな心の育成（環

境美化、芸術鑑賞、体験活

普段からきめ細かな

指導により、学校生

活アンケートやいじ

め調査では、いじめ

に該当する内容への

記載が０件だった。               

Aグループでは、人

 

 

 

４ 

 

 

 

今後は状況に応じ

て組織的な対応の

必要がある。 

教師に対する呼び

方や言葉遣いにつ

いては、まだまだ指

導を徹底していく

４ 

・継続した取り組みを期待しています。 

・TPOへの取り組みは社会的コミュニケーションにつながります。

先生への言葉遣い、呼び方は青朋高校独自の良い面もあります。子

供の素直な正直な気持ちも良い評価としてください。 

・先生方の生徒さん達に対する愛情をいつも感じます。生徒会の役

員に選ばれている方達も自分の役割に一生懸命に取り組んでいこ

うとしている姿もいつも見られます。 



動）          

・学校行事を通しての仲間

作り（地域との連携も含め

て） 

・人権・同和教育研修、人

権教育の充実               

（人権感覚と自尊感情の

醸成、いじめを許さない文

化の形成） 

間関係のトラブルが

頻繁に発生していた

が、行事等を通して

より良い仲間作りが

できて改善できた。 

生徒会を中心に学校

行事の活性化が図ら

れ、全ての行事にお

いて生徒が積極的に

関わる姿が見られ

た。また、新生徒会

役員に１４名が選ば

れて役員数が増加し

た。 

 

 

 

 

 

 

必要がある  ・普段からのきめ細かな指導体制は評価します。 

・よく頑張っておられると思います。今後も継続していただきたい

と思います。 

生徒理解、生徒支援の促進 

・学校生活アンケートや日

常の相談を通して、いじめ

や人間関係のトラブル、深

刻な悩み等をすくいあげ、

対応策を検討する。 

・学級担任による面談週間

の設定を行う。      

・教育相談室の利用を促

す。   

アンケートや担任に

よる面談を通して生

徒の状況を知ること

ができた。 

生徒理解研修を２

回、IF委員会を３回

行い、特に気になる

生徒の保護者につい

て、臨床心理士との

面談の機会を作っ

た。 

３  

次年度は臨床心理

士の来校がなくな

るので、代わりにな

る相談体制の構築

が必要である 
３ 

・九保大の先生方、民間ボラティアの活用を考えてみたらいかがで

しょうか。 

・臨床心理士の来訪がなくなるとありますが、できますなら新たな

方の来校を願いたいです。 

・とても難しい問題も多いと思いますが、しっかりした対応宜しく

お願いします。 

3 

「
健
や
か
な
体
」
の
育
成 

自己の健康管理 

・健康診断の意義を伝え、

受診率・治癒率の向上を促

す 

・「保健だより」を発行し

生徒や保護者へ情報を発

信する 

定期的に「保健だよ

り」を発行し生徒や

保護者へ情報を発信

できた。 ３ 

３ 

「保健だより」を保

護者に一読いただ

く工夫、校内に掲示

し生徒への注意喚

起を行う 

３ 

3.0 

・継続した取り組みを期待しています。 

・自分の健康管理の大切さを感じてもらいたい。何においても健康

でなければと感じる。また、依存性の病気（ゲーム依存、ネット依

存など）のこともよく耳にする。講演会など積極計に行っていただ

きたい。 

・継続お願いします。 

保健安全教育指導 

・生徒の実態に即した性教

育や喫煙防止に関する講

話を実施する 

後期（１０月・１１

月）に外部講師を招

聘し講演会を実施で

きた。 

３ 

生徒の実態に応じ

た講演内容を講師

と打合せする ３ 

・継続した取り組みを期待しています。 

・継続お願いします。 

基本的生活習慣の確立 

・生徒へ睡眠や食生活の需

要性を呼びかける（集会・

校内掲示物・保健調査票・

各種アンケート等） 

全校集会で保健衛生

に関する呼びかけを

行った。 ３ 

生徒会の専門部会

と協力し生徒主体

の活動を行う ３ 

・継続した取り組みを期待しています。 

・継続お願いします。 

 

4 

学
校
創
生
『
チ
ー
ム
青
朋
』
の
確
立 

各関係者・関係機関等との

適切な連携を図る 

・担任、授業担任、

養護教諭、ハートサ

ポーターとの情報交

換を通して生徒への

共通理解を図った。。  
３ 

４ 

発達障がいの傾向

のある生徒に対す

る授業研究が必要

である。 
３ 

3.7 

・個々の生徒さん達への対応を考えていらっしゃることは、素晴ら

しいと思います。 

・今は色々な事情についても専門的な方のお力を借りることで理解

できることが可能となっています。是非ともこの問題にも取り組ん

でいただきたいです。 

・臨床心理学を含め発達障がいの理解を進めることができるよう教

師の研修機会をお願いしたい。・ 

継続お願いします。 

ＰＴＡ活動によって保護

者と学校との連携・協働を

図る 

ＰＴＡ総会の出席率

が昨年度の４２％か

ら４７．６％に伸び、 

「まつり延岡夜間街

頭指導」やあいさつ

指導で協力を得るこ

とができた。 

４ 

生徒を通じての保

護者連絡がうまく

いっていない。、学

校からの連絡を確

実に保護者に届け

る手立てを工夫す

る必要がある 

４ 

・継続した取り組みを期待しています。 

・ＰＴＡの意識が高まってきていることは嬉しいことであります。 

・学校・保護者・地域の方とともに「チーム青朋」の確立を目指し

ていただきたいです。 

・よく頑張っておられると思います。 

行事での通信制との連携

を図り、全校的な協力体制

を確立する。 

・入学式、卒業式を

合同で準備、開催し

た。 

・体育大会の準備を

合同で協力した。 

４ 

来年の生活体験発

表大会で連携を深

める。 

 ４ 

・継続した取り組みを期待しています。 

・保護者連結については、子供→保護者へと届いていいないケース

があるためです。 

・定通合同の行事はとても良いことだと参加させていただき感じて

います。難しい面もあるかと思いますが、続けていっていただきた

いです。 

・よく頑張っておられると思います。 

 


